


りえちゃんと　ミィミィは　いつもいっしょりえちゃんと　ミィミィは　いつもいっしょ

ミィミィは　りえちゃんが　ひとりであそんでいるうちに　できたおともだちですミィミィは　りえちゃんが　ひとりであそんでいるうちに　できたおともだちです

りえちゃんにだけ　ミィミィの　すがたがみえますりえちゃんにだけ　ミィミィの　すがたがみえます



それから　りえちゃんと　ミィミィは　だいのなかよし　なのですそれから　りえちゃんと　ミィミィは　だいのなかよし　なのです

おともだちどうしで　あそんでいる　こたちをみておともだちどうしで　あそんでいる　こたちをみて
うらやましくも　おもいましたがうらやましくも　おもいましたが
ミィミィがいれば　さみしくありませんでしたミィミィがいれば　さみしくありませんでした



あるひ　ようちえんで　クレヨンを　もらいましたあるひ　ようちえんで　クレヨンを　もらいました
『なにかかいてごらんよ』　ミィミィにいわれて　すっと　せんをひくと『なにかかいてごらんよ』　ミィミィにいわれて　すっと　せんをひくと

せかいが　きらきらと　ひろがっていく　ようでしたせかいが　きらきらと　ひろがっていく　ようでした



それからは　ミィミィといっしょに　えをかくように　なりましたそれからは　ミィミィといっしょに　えをかくように　なりました

えのなかでは　なんにでもなれて　どこへでもいけましたえのなかでは　なんにでもなれて　どこへでもいけました



そうして　ふたりは　たくさんの　せかいを　たびしましたそうして　ふたりは　たくさんの　せかいを　たびしました
「えをかくのって　とっても　たのしいね」「えをかくのって　とっても　たのしいね」

りえちゃんは　えをかくことが　だいすきになりましたりえちゃんは　えをかくことが　だいすきになりました



しょうがくせいになった　りえちゃんしょうがくせいになった　りえちゃん
やっぱり　まわりに　なじめませんやっぱり　まわりに　なじめません
あいかわらず　えをかいて　すごしていましたあいかわらず　えをかいて　すごしていました

そんなあるひ　なんと　えのコンクールで　いっとうしょうを　もらいましたそんなあるひ　なんと　えのコンクールで　いっとうしょうを　もらいました



すると　クラスメイトの　ともちゃんがすると　クラスメイトの　ともちゃんが
「りえちゃんって　とっても　えがじょうずなのね「りえちゃんって　とっても　えがじょうずなのね
わたしの　にがおえも　かいてみてくれない？」わたしの　にがおえも　かいてみてくれない？」
と　はなしかけてきましたと　はなしかけてきました

えをかいて　みせると　ともちゃんは　おおよろこびえをかいて　みせると　ともちゃんは　おおよろこび

それをみた　クラスのみんなも　りえちゃんに　はなしかけますそれをみた　クラスのみんなも　りえちゃんに　はなしかけます

「ぼくのもかいて！」　「わたしのも！」「ぼくのもかいて！」　「わたしのも！」



そんなふうに　ともだちの　にがおえをかくうちに　ひとりひとりのことをそんなふうに　ともだちの　にがおえをかくうちに　ひとりひとりのことを
よくみるように　なりましたよくみるように　なりました

けんとくんは　サッカーがすきで　まほちゃんは　どうぶつがすきけんとくんは　サッカーがすきで　まほちゃんは　どうぶつがすき
みんな　それぞれ　じぶんのすきなものを　もってるみんな　それぞれ　じぶんのすきなものを　もってる



「わたし　いままで　じぶんのすきなことばっかりで　みんなのこと「わたし　いままで　じぶんのすきなことばっかりで　みんなのこと
しろうとしてなかった」しろうとしてなかった」

りえちゃんは　じぶんからともだちに　はなしかけられるように　なりましたりえちゃんは　じぶんからともだちに　はなしかけられるように　なりました

ともだちは　どんどんふえて　いきましたともだちは　どんどんふえて　いきました

「これからは　ともだちのこと　もっとしりたい」「これからは　ともだちのこと　もっとしりたい」
りえちゃんは　そうおもうようになりましたりえちゃんは　そうおもうようになりました



はんたいに　ともだちが　ふえていくにつれて　ミィミィのすがたは　ちいさく……はんたいに　ともだちが　ふえていくにつれて　ミィミィのすがたは　ちいさく…… ちいさく　とうめいに　なっていきましたちいさく　とうめいに　なっていきました



ついに　クラスみんなの　にがおえが　かんせいしましたついに　クラスみんなの　にがおえが　かんせいしました

りえちゃんは　もう　ひとりぼっちでは　ありませんりえちゃんは　もう　ひとりぼっちでは　ありません



そんなあるあさ　おきると　ミィミィが　いなくなっていましたそんなあるあさ　おきると　ミィミィが　いなくなっていました りえちゃんは　ひっしで　さがしますりえちゃんは　ひっしで　さがします

しかし　どこをさがしても　みつかりませんしかし　どこをさがしても　みつかりません



「わたしが　あたらしいともだちとばっかり　なかよくして　ミィミィのことを「わたしが　あたらしいともだちとばっかり　なかよくして　ミィミィのことを
わすれちゃったから　いなくなっちゃったんだ　ミィミィはだれよりもわすれちゃったから　いなくなっちゃったんだ　ミィミィはだれよりも
たいせつな　ともだちだったのに」たいせつな　ともだちだったのに」

「ごめんね　ミィミィ」「ごめんね　ミィミィ」
りえちゃんは　つよくねがいましたりえちゃんは　つよくねがいました

「かみさま　おねがい　もういちどミィミィにあわせて」「かみさま　おねがい　もういちどミィミィにあわせて」



すると　うっすらと　ミィミィが　すがたをあらわしましたすると　うっすらと　ミィミィが　すがたをあらわしました ミィミィは　りえちゃんに　やさしく　かたりかけますミィミィは　りえちゃんに　やさしく　かたりかけます
「りえちゃんには　もう　だいすきなことも　だいすきなともだちも　たくさん「りえちゃんには　もう　だいすきなことも　だいすきなともだちも　たくさん
いるから　ぼくがいなくても　だいじょうぶ」いるから　ぼくがいなくても　だいじょうぶ」

「これからも　だいすきなことを　たいせつにね」「これからも　だいすきなことを　たいせつにね」



そういいのこすと　ミィミィは　また　みえなくなってしまいましたそういいのこすと　ミィミィは　また　みえなくなってしまいました

りえちゃんは　ミィミィを　わすれないことを　こころにきめましたりえちゃんは　ミィミィを　わすれないことを　こころにきめました
「ありがとうミィミィ　これからもずっと　だいすき」「ありがとうミィミィ　これからもずっと　だいすき」

それからも　りえちゃんは　えをかくたびに　いつかそばにいた　たいせつなそれからも　りえちゃんは　えをかくたびに　いつかそばにいた　たいせつな
ともだちのことを　おもいだすのですともだちのことを　おもいだすのです




